日本建築法制会議 第５８回 総会 議事録

日　時：２０１１年１２月１９日（月曜日）1３時30分～1８時ごろ
場　所：東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館６号室和室＆土風炉京橋店
出席者：７名（敬称略・50音順）　
大山  宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、眞柄榮毅、室田達郎、山田利行
◎　主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○　提出資料（辻 英一）

・「日本建築法制会議提出課題メモ、辻　英一、2011．12．19．

（1． 建築基本法、２．構造計算適合性判定　３．構造設計法　４．弁護士急増、５．東日本大震災）

　⇒　課題メモの（２．構造計算適合性判定）に関連した意見交換：
　　　　⇒ 諸々の建築法の条文をつくった技術的根拠を明確にすることが肝要なり。
　　　　⇒ 建築法における法令遵守（コンプライアンス）とはどのようなことなのか。
　　　　⇒ 初期のころの設計法と今とではクライテリアにギャップが生じている。
・「弁護士志望２割就職難、日弁連　就職後も未登録」、朝日新聞、2011．12．16．
・「構造設計一級建築士　定期講習テキスト、平成２３年度」
・「建築基本法制定準備会、国会議員を交えシンポジウム開催、基準法と基本法の必要性で議論」、

鋼構造ジャーナル、２０１１年１１月２１日
○ 書籍紹介（真柄栄毅）
　・「新しい建築のみかた」、斎藤公男、エクスナレッジ、２０１１年１１月
・「李　藝　」、金住則行、河出書房、２０１１年１２月
○　提出資料（大山 宏）
・「建築・社会システムに関する連続シンポジウム＜第１３回＞日本の建築基準の目指すべき目標像を
探るー海外の状況と経験を踏まえて」、日本建築学会、２０１１年１２月１７日
・「建築・社会システムに関する連続シンポジウム＜第１４回＞　伝統構法木造建築物における諸問題と今後の展望」、日本建築学会、２０１１年１２月２１日

・「建築・社会システムに関する連続シンポジウム＜第１５回＞建まちづくり条例から建築基準法改正をイメージする開発調整における市民と建築家の対話型調整制度は可能か？」、
日本建築学会、２０１２年１月２１日
· シンポジウム「建築基本法の必要性と東日本大震災からの復興」、建築基本制定準備会、
平成23年11月8日（火）、１４時～１７時、衆議院第一議員会館　大会議室
・「建築基本法制定準備会の紹介」、２０１１年１１月
・「建築基本法」が目ざすもの（案）２０１１年１１月＜１１１１０３版＞
・「◇「建築基本法」がめざすもの（案）覚書、－建築基本法制定準備会（会長　神田順）

１１１１０３版について」、平松國一、２０１１年１１月２４日

・「宮城、被災地の建築制限終了　２割の地域が対象外」、朝日新聞、2011．11．10．

・「危険区域一転　現地再建可能に移転希望者「唐突」と反発」、河北新報、
2011．11．13．
・「「高台移転を」「かさ上げで」陸前高田の復興案、意見に相違」」、河北新報、
2011．11．9．
・「高台農地で自宅再建、転用２．５倍・・・岩手・宮城」、読売新聞、2011．11．6．

・「震災被害の機密を記録　戦中の昭和東南海・三河地震」、中日新聞、2011．11．

・「巨大地震、５連動想定　中部整備局、防波堤耐性見直し」、中日新聞、2011．11．6

・「完了検査証　９割未取得　練馬の区立小中学校」、東京新聞、2011．12．14．

・「千年後に震災を伝える東北大・デジタル資料収集、公開」、河北新報、2011．12．15．

・「福島第一原発「事故収束」首相が宣言、東京新聞、2011．12．17．

・「原発コスト８．９円　事故前稼働率で試算」、東京新聞、2011．12．14．

· 「放射能汚染　数十万年にも、東電原発技術者から内科医に」、　小野俊一、
熊本日日新聞、平成２３年11月2日

· 「福島第一原発から漏れた放射能の広がり、早川由紀夫、2011年12月年9日

http://gunma.zamurai.jp/pub/2011/09decJG.jpg
· フクシマとチェルノブイリの比較、早川由紀夫、2011年12月9日

http://blog-imgs-26-origin.fc2.com/k/i/p/kipuka/CHER22.jpg
· 書籍紹介（山東和朗）

「東京駅の建築家　辰野金吾伝　、東　秀紀、講談社、
第５９回　日本建築法制会議　総会のご案内

日 時 ：　２０１２年　２月　８日（水曜日）14時～１7時　　　　　　　　　　　　　          
場 所 ：　 東京都中央区京橋２丁目6番７号　京橋区民館（予定）
AGENDA（予定）

　　　　　〇次回総会の開催日程

　　　　　〇「日本の建築界・業界の実態と今後の課題」
　　　　　〇その他

参加連絡：会場および資料準備のため、２０１２年１月３１日（火曜日）までに

　　　　　参加者の名前・連絡先を事務局（ magara@cnc.jp  ）まで、ご連絡下さい。参加費：　１000円
